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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
と
あ
る
温
泉
旅
行

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
４
９
５
３
Ｒ

【
作
者
名
】

　
セ
ウ
ル

【
あ
ら
す
じ
】

　
フ
ル
メ
タ
の
温
泉
旅
行
に
、
な
の
は
た
ち
を
加
え
て
み
た
作
品
。

色
々
と
さ
し
換
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
気
に
せ
ず
に
。
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（
前
書
き
）

特
に
あ
り
ま
せ
ん
が
、
キ
ャ
ラ
崩
壊
注
意
。
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「
え
？
！
」

「
だ
～
か
～
ら
。
温
泉
！
」

「
で
も
・
・
・
・
」

「
い
つ
も
頑
張
っ
て
る
か
ら
明
日
と
あ
さ
っ
て
は
非
番
な
ん
よ
」

「
そ
れ
な
ら
・
・
・
・
」

上
層
部
の
計
ら
い
で
、
フ
ェ
イ
ト
、
な
の
は
、
は
や
て
は
温
泉
に
行
く
こ
と
に

し
た
。

一
方
・
・
・
・
・

「
ほ
ら
ほ
ら
、
み
て
く
だ
さ
～
い
」

テ
ッ
サ
が
マ
オ
と
宗
介
を
呼
ぶ

「
明
日
の
旅
行
で
こ
れ
着
る
ん
で
す
」

「
「
明
日
の
旅
行
？
」
」

マ
オ
と
宗
介
が
顔
を
見
合
わ
せ
て
聞
く

「
聞
い
て
な
い
ん
で
す
か
？
ウ
ェ
ー
バ
ー
さ
ん
が
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
し
て
く
れ
た

ん
で
す
よ
？
」

浮
か
れ
る
テ
ッ
サ
・
・
・
・
・

し
か
し
・
・
・
・
・

「
温
泉
・
・
・
・
・
」

「
わ
か
り
や
す
い
わ
ね
」

「
そ
う
だ
、
実
は
で
す
ね
～
」

「
「
え
？
」
」

「
い
や
ぁ
、
光
栄
で
す
」

「
久
し
ぶ
り
や
ね
、
ク
ル
ツ
く
ん
」
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「
は
い
～
。
今
日
と
い
う
日
を
ど
れ
だ
け
待
ち
望
ん
だ
か
」

ク
ル
ツ
の
嘘
泣
き
を
は
や
て
が
笑
う
。

「
初
め
ま
し
て
・
・
・
・
だ
よ
ね
？
」

「
は
・
・
・
・
は
は
は
は
い
。
風
間
信
二
で
す
。
」

「
私
は
、
高
町
な
の
は
、
こ
っ
ち
は
・
・
・
・
・
」

「
フ
ェ
イ
ト
・
テ
ス
タ
ロ
ッ
サ
で
す
。
」

「
お
・
・
・
・
・
俺
は
小
野
寺
孝
太
郎
。
お
の
Ｄ
で
。
」

女
子
チ
ー
ム
も
挨
拶
を
終
え
て
、
温
泉
へ
向
か
う

「
私
と
、
な
の
は
、
は
や
て
、
相
良
君
」

「
私
は
、
テ
ッ
サ
、
か
な
め
、
瑞
樹
ち
ゃ
ん
、
蓮
ち
ゃ
ん
」

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
。
」

「
な
・
・
・
・
な
ん
だ
？
」

「
せ
や
ね
、
相
良
君
。
恨
ま
れ
と
る
」

男
子
勢
の
殺
意
の
目
を
受
け
る
約
一
名
も
車
に
乗
り
込
み
、
出
発
す
る
。

「
あ
は
は
、
ク
ル
ツ
く
ん
達
辛
い
や
ろ
ね
」

「
な
ん
で
？
」

「
え
？
だ
っ
て
、
女
子
が
い
る
の
に
、
男
子
だ
け
で
移
動
や
。
辛
い
は
ず
や
。
」

は
や
て
が
笑
う
。

・
・
・
・
・
フ
ェ
イ
ト
ち
ゃ
ん
も
そ
う
や
け
ど
、
な
の
は
ち
ゃ
ん
も
相
当
、
鈍

い
・
・
・
・
・

ク
ル
ツ
く
ん
達
の
餌
食
に
な
ら
ん
と
え
え
け
ど
・
・
・
・
・

「
ふ
む
・
・
・
・
良
い
景
色
だ
」

３
時
間
か
け
・
・
・
・
・
・
奥
多
摩
山
中

「
へ
ぇ
、
中
々
良
い
感
じ
ね
」

「
ト
ラ
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ル
な
ホ
テ
ル
で
す
ね
～
」
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楽
し
そ
う
に
話
す
、
女
子
た
ち
に
比
べ
、

「
相
良
死
ん
で
し
ま
え
」

「
相
良
君
う
ら
ぎ
り
も
の
！
」

「
な
・
・
・
・
な
ぜ
だ
？
」

「
あ
は
は
は
。
き
に
せ
ぇ
へ
ん
で
え
え
ん
と
ち
ゃ
う
？
」

「
風
間
君
達
、
ど
う
し
た
の
？
」

「
あ
っ
い
え
・
・
・
・
・
な
ん
で
も
。
」

な
の
は
に
聞
か
れ
、
咄
嗟
に
視
線
を
逸
ら
す
。

・
・
・
・
・
風
間
君
は
な
の
は
ち
ゃ
ん
。
オ
ノ
Ｄ
く
ん
は
フ
ェ
イ
ト
ち
ゃ
ん
や

ね
。

・
・
・
・
・
・
あ
れ
？
私
は
？

「
だ
が
、
楽
し
み
は
こ
れ
か
ら
だ
ぜ
？
」

ク
ル
ツ
が
に
や
け
る
。

「
ま
・
・
・
・
ま
さ
か
。
」

「
ア
レ
で
す
か
？
！
」

「
そ
う
、
あ
れ
だ
。
」

「
ア
レ
っ
て
何
で
す
？
」

「
「
「
？
！
」
」
」

フ
ェ
イ
ト
が
振
り
向
い
て
聞
く
。

・
・
・
・
・
あ
ら
ら
・
・
・
・
フ
ェ
イ
ト
ち
ゃ
ん
。
聞
い
た
ら
あ
か
ん
。

「
ど
う
し
た
ん
で
す
か
？
そ
ん
な
驚
い
て
」

「
あ
っ
い
や
ぁ
・
・
・
・
・
そ
の
。
」

「
な
ん
で
も
な
い
。
男
子
の
楽
し
み
だ
。
」

「
そ
う
い
う
の
っ
て
、
私
嫌
い
で
す
。
」

な
っ
？
！
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あ
は
は
、
オ
ノ
Ｄ
撃
沈
。

フ
ェ
イ
ト
ち
ゃ
ん
は
差
別
的
な
も
の
は
嫌
い
や
か
ら
ね
～
。

ま
ぁ
、
良
い
気
味
や
。

私
を
選
ば
な
か
っ
た
こ
と
・
・
・
・
後
悔
さ
せ
た
る
。

「
ク
ヒ
ヒ
・
・
・
・
あ
は
は
は
」

「
は
・
・
・
・
は
や
て
？
」

そ
し
て
・
・
・
・
・

「
窓
か
ら
の
眺
め
、
最
高
じ
ゃ
な
い
で
す
か
～
」

「
そ
う
や
な
～
広
域
魔
法
使
え
そ
う
に
無
い
な
ぁ
。
」

「
え
？
」

「
い
や
、
何
で
も
な
い
で
。
」

「
時
間
あ
る
し
、
温
泉
い
こ
っ
」

「
そ
う
だ
ね
～
」

な
の
は
が
言
い
、
フ
ェ
イ
ト
達
と
共
に
先
に
部
屋
を
出
て
行
く
。

「
で
も
、
ク
ル
ツ
く
ん
が
・
・
・
・
」

「
平
気
や
で
」

「
大
丈
夫
」

「
そ
ー
で
す
よ
。
流
石
に
ウ
ェ
ー
バ
ー
さ
ん
も
そ
こ
ま
で
露
骨
に
エ
ッ
チ
じ
ゃ

な
い
で
す
よ
～
」

・
・
・
・
・
・
マ
オ
も
何
か
仕
掛
け
た
み
た
い
や
な

は
や
て
が
仕
掛
け
る
の
っ
て
・
・
・
・
・

一
方
、
壁
に
耳
を
当
て
て
、
盗
聴
す
る
お
ば
か
な
人
達
・
・
・
・

「
し
か
し
、
俺
は
露
骨
に
エ
ッ
チ
だ
っ
た
。
」

「
さ
っ
、
早
く
行
き
ま
し
ょ
う
。
」

風
間
達
が
フ
ロ
へ
向
か
お
う
と
し
た
時
、
宗
介
が
呼
び
と
め
、
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「
普
通
に
入
浴
を
楽
し
め
。
」

「
あ
？
あ
あ
。
解
っ
た
。
」

・
・
・
・
・
・
。

宗
介
が
１
人
、
窓
の
外
を
眺
め
る
。

「
さ
て
、
今
の
か
？
」

「
ク
ロ
ノ
、
お
前
の
・
・
・
・
」

「
解
っ
て
い
る
。
や
つ
ら
が
限
度
を
超
え
な
け
れ
ば
、
僕
も
何
も
し
な
い
。

は
や
て
に
言
わ
れ
て
る
。
」

「
そ
れ
な
ら
い
い
が
。
」

窓
際
に
、
１
人
・
・
・
・
・
少
年
が
現
れ
て
い
た
。

「
う
わ
ぁ
・
・
・
・
」

「
な
・
・
・
・
な
に
？
」

「
フ
ェ
イ
ト
さ
ん
達
の
体
を
見
る
と
、
自
信
失
く
す
・
・
・
・
・
」

「
か
な
め
も
十
分
綺
麗
だ
よ
？
」

「
フ
ェ
イ
ト
ち
ゃ
ん
、
お
世
辞
に
し
か
聞
こ
え
へ
ん
」

「
あ
は
は
は
。
そ
う
で
す
ね
ぇ
。
」

「
な
・
・
・
・
な
ん
だ
と
？
あ
の
千
鳥
の
ス
タ
イ
ル
が
お
世
辞
だ
と
？
！
」

「
お
・
・
・
・
落
ち
着
け
オ
ノ
Ｄ
。
」

ク
ル
ツ
が
タ
オ
ル
か
ら
、
ス
コ
ー
プ
と
ド
リ
ル
を
取
り
出
し
、

木
の
壁
に
穴
を
開
け
よ
う
と
試
み
る
が
、
一
向
に
進
ま
な
い
。

「
な
・
・
・
・
な
に
？
」

木
は
一
ミ
リ
も
削
れ
ず
、
傷
す
ら
付
か
な
い
。

・
・
・
・
・
故
障
か
？
か
く
な
る
上
は
！

ク
ル
ツ
を
オ
ノ
Ｄ
が
肩
車
し
、
ク
ル
ツ
が
ス
コ
ー
プ
を
伸
ば
す
。

「
あ
と
少
し
だ
。
」
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「
は
・
・
・
・
・
・
早
く
」

が
・
・
・
・
・
・

茂
み
か
ら
セ
ン
ト
リ
ー
ガ
ン
が
飛
び
出
し
、
柵
の
一
線
を
越
え
た
ス
コ
ー
プ
を

打
ち
抜
き
、

「
う
わ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
」

反
動
で
ク
ル
ツ
が
体
勢
を
崩
し
、
つ
ら
れ
て
オ
ノ
Ｄ
も
崩
れ
、

温
泉
に
突
っ
込
む
。

「
向
こ
う
も
楽
し
ん
で
る
み
た
い
で
す
ね
」

「
そ
う
や
ね
～
。
」

蓮
と
は
や
て
が
微
笑
む
。

し
か
し
、
二
人
の
微
笑
み
は
意
味
が
違
う
の
で
あ
っ
た
。

男
子
勢
を
ど
ん
よ
り
と
し
た
空
気
が
押
し
つ
ぶ
す
中
、

食
事
に
入
る
。

「
な
の
は
と
二
回
目
の
戦
い
の
場
所
も
温
泉
の
近
く
だ
っ
た
ね
」

「
う
ん
、
あ
の
時
負
け
ち
ゃ
っ
て
さ
～
」

「
良
い
思
い
出
だ
ね
～
」

「
戦
い
？
な
ん
で
す
か
？
」

「
い
や
、
ち
ょ
っ
と
し
た
ね
」

魔
法
少
女
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
の
は
、

マ
オ
、
テ
ッ
サ
、
は
や
て
、
か
な
め
、
フ
ェ
イ
ト
、
な
の
は
、
宗
介
だ
け
で
あ

る
。

そ
の
た
め
、
他
の
人
に
は
ば
れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
が
、

時
々
、
な
の
は
達
の
天
然
さ
に
よ
り
、
ば
れ
そ
う
に
な
る
こ
と
が
多
い
。

「
ま
た
あ
と
で
い
こ
っ
か
？
」

「
あ
ぁ
、
い
い
で
す
ね
～
」

「
じ
ゃ
ぁ
、
食
べ
終
わ
っ
た
ら
」

マ
オ
が
微
笑
む
。
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そ
し
て
、
男
子
た
ち
も
目
が
妖
し
く
光
る
。

テ
ー
ブ
ル
に
地
図
を
広
げ
、
計
画
を
練
り
上
げ
、
道
具
を
準
備
す
る
。

「
完
璧
だ
！
」

ク
ル
ツ
た
ち
が
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
を
決
め
、
い
ざ
出
陣
。

だ
が
、
ま
た
、
宗
介
が
呼
び
と
め
、

「
普
通
に
入
浴
を
楽
し
め
」

と
言
い
、
窓
際
に
歩
い
て
い
く
。

少
々
疑
問
に
思
い
な
が
ら
も
、
外
に
出
て
行
く
。

「
よ
し
、
全
面
戦
争
だ
。
」

「
ク
ロ
ノ
・
・
・
・
・
」

「
大
丈
夫
だ
。
結
界
を
張
る
。
」

「
・
・
・
・
・
・
。
」

ク
ロ
ノ
と
い
う
少
年
が
消
え
る
。

「
平
和
・
・
・
・
・
な
の
か
？
」

宗
介
は
１
人
、
呟
い
た
。

「
い
く
ぜ
・
・
・
・
・
」

「
な
ぁ
、
ラ
イ
ト
く
ら
い
・
・
・
・
」

「
駄
目
だ
敵
に
見
つ
か
る
。
」

「
は
ぁ
？
」

「
ハ
ッ
ク
シ
ョ
ン
・
・
・
・
」

「
風
間
、
平
気
か
？
」

「
あ
っ
う
ｎ
＿
＿
＿
＿
＿
＿
え
？
」

「
ど
う
し
た
？
」

「
い
・
・
・
・
今
、
ボ
タ
ン
を
押
し
た
感
覚
が
・
・
・
・
・
・
足
元
に
・
・
・
・

」「
な
ん
だ
と
？
！
」

地
雷
だ
と
？
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あ
り
え
な
い
！
あ
の
二
人
だ
・
・
・
・
・

し
か
し
、
セ
ン
ト
リ
ー
ガ
ン
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、

マ
デ
ュ
ー
カ
ス
中
佐
か
？

だ
が
・
・
・
・
・
・
あ
の
壁
は
・
・
・
・
・

「
風
間
・
・
・
・
ゆ
っ
く
り
足
を
ス
ラ
イ
ｄ
＿
＿
＿
＿
＿
＿
」

「
は
・
・
・
・
・
」

「
「
え
？
」
」

「
ハ
ッ
ク
シ
ョ
ン
！
」

く
し
ゃ
み
と
共
に
、
地
雷
が
爆
発
し
、
夜
の
山
に
轟
音
が
響
く
。

「
僕
は
も
う
ヤ
だ
よ
！
命
が
い
く
つ
あ
っ
て
も
足
り
な
い
じ
ゃ
な
い
か
！
」

風
間
が
泣
き
な
が
ら
叫
ぶ
。

「
風
間
が
そ
う
言
う
な
ら
、
無
理
強
い
は
し
な
い
ぜ
。

で
も
よ
。
・
・
・
・
・
・
・
本
当
に
こ
こ
で
逃
げ
ち
ま
っ
て
い
い
の
か
？
」

「
え
・
・
・
・
・
・
？
」

ク
ル
ツ
が
、
地
面
の
砂
を
足
で
い
じ
り
な
が
ら
言
う
。

「
そ
り
ゃ
、
俺
だ
っ
て
死
ぬ
の
は
怖
い
さ
。
正
直
逃
げ
出
し
た
く
な
る
事
だ
っ

て
あ
る

だ
け
ど
よ
。
命
を
懸
け
て
も
絶
対
に
譲
れ
な
い
こ
と
っ
て
あ
る
と
思
う
ん
だ
。
」

大
き
く
息
を
吸
い
、
深
呼
吸
。
一
息
お
く
・
・
・
・
・
そ
し
て
。

「
誰
も
見
た
こ
と
の
無
い
あ
の
聖
域
を
見
る
た
め
に
！

だ
か
ら
俺
は
諦
め
な
い
！
俺
は
戦
う
！
自
分
が
自
分
で
あ
る
た
め
に
！

コ
レ
を
や
り
遂
げ
れ
ば
、
自
分
は
一
生
胸
を
張
っ
て
生
き
て
い
け
る
。

そ
う
い
う
何
か
に
大
切
に
な
る
の
っ
て
大
切
な
こ
と
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
？
」

「
「
ク
ル
ツ
さ
ん
・
・
・
・
・
・
」
」
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「
あ
と
は
俺
１
人
で
や
っ
て
み
る
よ
。
お
前
ら
は
帰
り
な
」

ク
ル
ツ
は
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
い
、
歩
き
出
す
。

し
か
し
、

「
な
に
言
っ
て
ん
だ
。
俺
た
ち
も
付
き
合
う
ぜ
！
」

オ
ノ
Ｄ
と
風
間
が
笑
う
。

「
お
前
ら
・
・
・
・
・
」

「
ふ
む
。
そ
の
心
意
気
は
見
事
な
ん
だ
が
・
・
・
・
・
方
向
性
が
間
違
っ
て
い

る
」

「
誰
だ
！
」

「
フ
ェ
イ
ト
の
・
・
・
・
・
お
兄
ち
ゃ
ん
だ
！
」

「
何
？
！
」

「
僕
だ
っ
て
覗
け
な
い
の
に
！
覗
か
せ
て
た
ま
る
も
の
か
！
」

「
な
ん
だ
と
！
」

「
ス
テ
ィ
ン
ガ
ー
ス
ナ
イ
プ
！
」

光
を
発
す
る
何
か
が
、
ク
ロ
ノ
周
り
を
旋
回
し
だ
し
た
。

「
な
・
・
・
・
な
ん
だ
よ
そ
れ
！
」

「
非
科
学
だ
！
」

「
う
わ
ぁ
！
」

「
避
け
る
な
！
」

「
ふ
ざ
け
る
な
ぁ
！
避
け
な
き
ゃ
死
ぬ
だ
ろ
！
」

「
非
殺
傷
だ
！
問
題
な
い
！
」

「
オ
ノ
Ｄ
危
な
い
！
」

「
な
っ
・
・
・
・
・
・
・
」

光
の
弾
が
、
オ
ノ
Ｄ
に
直
撃
し
、
オ
ノ
Ｄ
が
吹
き
飛
ぶ
。

「
オ
ノ
Ｄ
？
！
」

「
あ
と
、
２
人
！
」

く
っ
・
・
・
・
こ
の
ま
ま
じ
ゃ
・
・
・
・
・
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「
諦
め
ろ
！
」

「
く
っ
・
・
・
・
風
間
！
」

「
は
い
！
」

「
こ
い
つ
は
俺
が
抑
え
る
！
お
前
は
そ
の
目
に
焼
き
付
け
て
来
い
！
」

「
い
か
せ
る
か
！
ス
ナ
イ
プ
シ
ョ
ッ
ト
！
」

「
甘
い
！
」

光
の
弾
を
ク
ル
ツ
が
狙
撃
し
、
落
と
す
。

な
に
？
！

「
風
間
、
た
め
ら
う
な
！
そ
れ
で
も
男
か
！
」

「
く
・
・
・
・
・
う
わ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
！
」

叫
び
な
が
ら
、
風
間
が
走
っ
て
い
く
。

「
し
ま
っ
・
・
・
・
・
」

「
俺
た
ち
の
勝
ち
だ
ぜ
。
妹
の
ヌ
ー
ド
貰
っ
た
！
」

「
く
そ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
！
」

地
面
に
伏
し
た
ク
ロ
ノ
が
空
し
く
叫
び
を
上
げ
る
。

「
う
わ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
！
」

が
け
に
近
づ
き
、
全
力
疾
走
の
ま
ま
、
飛
ぶ
。

オ
ノ
Ｄ
・
・
・
・
・
・
ク
ル
ツ
さ
ん
！

俺
・
・
・
・
た
ど
り
着
き
ま
し
た
！

壁
を
突
き
抜
け
、
何
か
に
ぶ
つ
か
っ
て
止
ま
る
。

「
残
念
だ
っ
た
な
。
風
間
。
実
は
男
湯
と
女
湯
は
９
時
か
ら
入
れ
替
わ
る
の
だ
」

こ
の
声
は
・
・
・
・
・
・
ま
さ
か
。

上
を
見
上
げ
る
と
・
・
・
・
・
・
宗
介
。

「
く
そ
ぉ
ぉ
！
」

自
棄
に
な
っ
て
、
崖
か
ら
風
間
が
飛
び
降
り
て
出
て
行
く
。

「
な
の
は
～
早
く
」
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「
い
っ
？
！
」

フ
ェ
イ
ト
が
、
入
っ
て
き
て
、
な
の
は
を
呼
ぶ
。

「
あ
れ
？
相
良
く
ん
？
」

「
な
・
・
・
・
・
な
な
な
な
ぜ
こ
ち
ら
に
？
！
」

「
フ
ェ
イ
ト
ち
ゃ
ん
早
い
よ
～
あ
れ
？
」

「
混
浴
に
な
っ
た
の
？
」

「
い
い
い
い
い
い
い
え
え
え
え
え
。
こ
・
・
・
・
こ
こ
は
、
く
く
く
く
く
・
・
・

・
・
９
時
か
ら
男
湯
に
！
」

「
え
？
あ
っ
は
は
は
。
ご
め
ん
ね
～
。
戻
る
よ
～
フ
ェ
イ
ト
ち
ゃ
ん
」

「
う
ん
。
お
邪
魔
し
ま
し
た
～
」

「
・
・
・
・
・
・
・
。
」

２
人
が
出
て
行
っ
た
後
、
温
泉
に
宗
介
が
沈
む
。

そ
の
後
、
清
掃
員
が
来
る
ま
で
、
宗
介
が
助
け
ら
れ
る
こ
と
は
無
か
っ
た
。
」

「
楽
し
か
っ
た
ね
～
」

「
う
ん
。
」

「
あ
れ
？
相
良
君
、
そ
っ
ち
乗
る
ん
？
」

「
は
・
・
・
・
は
い
。
」

「
？
」

妙
に
元
気
の
無
い
男
子
勢
と
、
疲
れ
て
眠
っ
た
女
子
た
ち
。

そ
し
て
、
彼
女
た
ち
と
彼
ら
は
ま
た
、
忙
し
い
日
々
に
戻
っ
て
い
っ
た
。
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（
後
書
き
）

あ
は
は
は
。

無
欲
こ
そ
最
大
の
得
。

読
ん
で
く
れ
て
有
難
う
。

感
想
等
頂
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

とある温泉旅行
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